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１．はじめに
ＡＴＳ－Ｐ（自動列車停止装置）の設計において、ＡＴＳ－Ｐの

設定データはとても重要であり、確実に設定する必要がありま

す。過去にはＡＴＳ－Ｐを機能させる条件の設定データに一部誤

りがあったために、速度照査パターンが誤って消去された事象

も発生しています。このような事象を防止するため、設定デー

タの内容を事前に確認することができる「ＡＴＳ－Ｐ列車走行シ

ミュレータ」を開発しましたので報告します。

２．「ＡＴＳ－Ｐ列車走行シミュレータ」システムの開発経緯

平成２６年３月、運転区所から「新快速が芦屋駅の上りホー

ムに進入する際、分岐器に対するＡＴＳ－Ｐ※が機能していなかっ

たのではないかと思われる。」との申告があり、調査したところ、

当該分岐器に対するＡＴＳ－Ｐが、同駅の待避線用の場内信号

機が進行現示（青信号）の場合に機能しない状態になっていた

ことが判明しました。

同様の箇所がないか調査を行ったところ、阪和線上野芝駅

の下り線の分岐器に対するＡＴＳ－Ｐが、同駅の場内信号機が

停止信号（赤信号）で列車が接近し、その後注意信号（黄色信号）

になってホームに進入した場合において、機能しない状態になっ

ていたことが判明しました。

原因は、分岐器に対するＡＴＳ－Ｐ設備を機能させる設定デー

タの一部に誤りがあったためです。

本事象の対策として、ＡＴＳ－Ｐを機能させる設定内容を示し

た「ＡＴＳ－Ｐ制御図表」の記載内容について改善を行いました。

さらに、ＡＴＳ－Ｐを機能させる設定データの健全性を確認

し、更なる安全性向上につなげることを目的として、「ＡＴＳ－Ｐ

列車走行シミュレータ」を開発することとしました。

３．「ＡＴＳ－Ｐ列車走行シミュレータ」のシステム構成
（１）機能の定義

「ＡＴＳ－Ｐ列車走行シミュレータ」に必要な機能を以下の通

り定義します（図１）。

・ブレーキパターンの「見える化」

・現示変化に伴い、設定データの内容が変化し、信号機ま

でのブレーキパターンの更新が確認できること

・制限速度ブレーキパターンが必要なルートでの発生状態

が確認できること

・設備（ 線路、信号機、ＡＴＳ－Ｐ地上子 ）が表示されること

（２）システム構成

これまでは、ＡＴＳ－Ｐ制御図表の内容確認及び電文作成ツー

ルへの入力データ確認など実施する必要があり、作業者はか

なりの労力をかけていました。従来の作業を（図２）に示します。

定義した機能を基に今回開発した、システムの構成を（図３）

に示します。今回、電文作成には、既存システムである「電文

作成ツール」も併せて使用します。

今回開発した「ＡＴＳ－Ｐ列車走行シミュレータ」では、信号

設備図にて作成・入力した各種データにより、ＡＴＳ－Ｐ制御図

表と電文データは自動的に作成されます。従来と比べて、入力

データの確認など、一部の確認行為が無くなるので省力化を

実現するとともに、図表や設定データの品質が向上します。
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※分岐器に対するＡＴＳ－Ｐとは、列車が分岐器における速度制限を超過  

して運転することのないよう、列車の速度を調節するためのＡＴＳ－Ｐの

ことです。

図１：機能定義（イメージ )

図２：従来の作業フロー

図３：システム構成
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４．「ＡＴＳ－Ｐ列車走行シミュレータ」の特徴
以下に今回開発した各種機能を紹介します。

（１）信号設備図作成機能

信号設備図作成画面（図４）では、システム内の図面作成機

能を使用し、線路、分岐器や勾配などの「線路データ」を記

載した上で、信号機、ＡＴＳ－Ｐなどの「設備データ」を入力し

ます。入力したデータを元に、信号設備図を出力することがで

きます。

（２）ＡＴＳ－Ｐ制御図表作成機能

信号設備図作成機能にて作成した信号設備図に入力した線

路データおよび設備データを用いて、ＡＴＳ－Ｐ制御図表を作成

することが出来ます。制御図表を作成したい信号機を設備図上

で選択し、制御図表作成を実行すると、当該信号機のＡＴＳ－Ｐ

制御図表（図５）が作成されます。

（３）シミュレート機能

ＡＴＳ－Ｐ制御図表を作成した時点で、システム内には当該の

制御図表に対応した「電文データ」が自動的に作成されます。

生成された「電文データ」と「設備データ」を元に、列車走

行シミュレートを行います（図６）。

まず、列車が走行する線路を設備図上で選択します。その後、

列車の運転方向を設定することにより、当該ルート上に列車を

走行させます。

途中、信号現示を変化させることにより、それに応じたブレー

キパターンが発生されますので、データが地上子から送信され

ていることを確かめることが出来ます。

併せて、分岐器等に対するＡＴＳ－Ｐの機能も確認すること

が出来ます。

５．おわりに
ＡＴＳ－Ｐの設定データの作成には、ミスは許されません。

今回のシステムを使用することにより、実際の設備を設置する

前に、設定データの健全性を確認することが出来ること及び図

表類の作成が効率よく出来ることにより、品質の高い設備を実

現することが出来ます。

現在、導入から２０年以上経過している箇所からＡＴＳ－Ｐ設

備の老朽取替工事を実施しています。その工事において試用を

しており、その結果を踏まえ改良を重ね、本運用に向けて開発

を進めています。

また、 過去に発生したＡＴＳ－Ｐ設備に関する事例がシミュ

レータにより再現できるので、今後の社員教育にも活用してい

きたいと思います。
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図４：信号設備図 ( イメージ )

図５：ＡＴＳ－Ｐ制御図表 ( イメージ )

図６：シミュレータ画面 ( イメージ )




